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紛争後地域における地雷・不発弾処理訓練センター 

予算：20万 9,865米ドル 

開発課題 

紛争後地域における地雷・不発弾処理訓練センター

（CPADD）は、実績が認められているにもかかわ

らず、引き続き以下のような課題を抱えています。 

• インフラの一部劣化により、高まる需要に対応

する能力が低下していること 

• エネルギーにおける自主性に関する課題 

• センター講師の知識更新の問題 

• 需要の特定の側面に対応するための教育ツール

の能力が低いこと 

• 採用においてジェンダー推進政策が欠如してい

ること 

 

目的 

このプロジェクトは、500 kVA の発電機の購入と設

置を通じて、紛争後地域における地雷・不発弾処理

訓練センターの機能強化を提供します。プロジェク

トの第 2 部では、センターの外壁整備に重点を置き

ます。この取り組みは、対人地雷の使用を抑制する

ことにより、平和の推進に貢献します。 

プロジェクトの成果 

成果 1：CPADDの組織能力を強化すること 

大容量の発電機を購入することで、研修生の訓練中

に何度も起きた停電を補い、ひいては地雷問題の管

理向上や地雷禁止条約の履行に貢献します。 

成果 2：CPADD が任務を遂行するための運営・組

織能力を備えること 

雨季に入ると、センター内の一部の建物は水たまり

や泥でアクセスしづらくなります。今回の支援に

よって、CPADD 利用者の作業環境の質を高めるこ

とだけでなく、様々なパートナー、特に日本による

多額の投資を保護することが可能になります。 

SDGsへの貢献 

このプロジェクトは、SDGsの目標 16に貢献します。 


